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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】シャッター部材の開閉のための余分な挿抜力を
低減できる防塵用シャッター部材を提供する。
【解決手段】樹脂フィルムで成形されるシャッター部材
１０は、シェル部６の前面部の内周部の下面に固着され
る固定部と、弾性変位可能に固定部に連なる可動部とか
らなる所定の厚さの略Ｌ字状の断面形状を有しているも
の。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のコンタクト端子を備える筐体における小部屋に連通する一方の開口端部の周縁に
固定される固定部と、該固定部に連なり前記小部屋内に回動可能に配され該開口端部を開
閉する可動部とを有するシャッター部材を備え、
　前記シャッター部材の可動部が、弾性変位可能な薄膜状材料で形成されることを特徴と
する防塵用シャッター機構。
【請求項２】
　前記シャッター部材の可動部における前記固定部に連結される端部は、復元力を調整す
るための複数の孔を所定の間隔で有することを特徴とする請求項１記載の防塵用シャッタ
ー機構。
【請求項３】
　前記シャッター部材の可動部における前記固定部に連結される端部の厚さは、復元力を
調整するために他の部分の厚さよりも薄いことを特徴とする請求項１記載の防塵用シャッ
ター機構。
【請求項４】
　複数のコンタクト端子を備える筐体における小部屋に連通する一方の開口端部の周縁に
移動可能に配され、該開口端部を開閉するシャッター部材と、
　駆動される被駆動部を有し、該被駆動部の移動に応じて弾性変位可能な薄膜状材料で形
成される前記シャッター部材を伴って前記筐体の小部屋に移動可能に配され前記シャッタ
ー部材の一端を支持する支持本体部と、
　前記シャッター部材に前記開口端部を閉状態する動作を行わせるように前記支持本体部
を付勢する付勢部材と、
　を具備して構成される防塵用シャッター機構。
【請求項５】
　前記シャッター部材の他端は、ガイドバーを有することを特徴とする請求項４記載の防
塵用シャッター機構。
【請求項６】
　前記シャッター部材における前記支持本体部に支持される端部に、該シャッター部材の
柔軟性を調整するための複数の孔を所定の間隔で有することを特徴とする請求項４記載の
防塵用シャッター機構。
【請求項７】
　前記シャッター部材は、フレキシブルプリント基板で形成され、導電性のガイドバーを
他端に有することを特徴とする請求項４記載の防塵用シャッター機構。
【請求項８】
　請求項１記載の防塵用シャッター機構を備えるソケット部と、
　前記ソケット部に対し着脱可能とされるプラグ部と、
　を具備して構成されるシャッター機構を備えるデタッチャブルコネクター。
【請求項９】
　請求項４記載の防塵用シャッター機構を備えるソケット部と、
　前記ソケット部に対し着脱可能とされるプラグ部と、
　を具備して構成されるシャッター機構を備えるデタッチャブルコネクター。
【請求項１０】
　請求項１記載の防塵用シャッター機構と、メモリカードが着脱可能とされる小部屋と、
を具備して構成されるメモリカード用コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、防塵用シャッター機構、防塵用シャッター機構を備えるデタッチャブルコネ
クター、および、防塵用シャッター機構を備えるメモリカード用コネクタに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　デタッチャブルコネクターにおいて、特許文献１乃至特許文献３にも示されるように、
防塵用シャッター機構の一部を構成するシャッター部材を備えるものが提案されている。
シャッター部材は、例えば、特許文献１および特許文献２に示されるような回動式のもの
、または、特許文献３に示されるような摺動式のものが提案されている。
【０００３】
　回動式のシャッター部材の場合、一対のシャッター部材は、例えば、特許文献１に示さ
れるように、コネクタ嵌合部の周縁にコンタクト端子を収容するハウジングを包囲するシ
ールドケースの内側に回動可能に配される。一対のシャッター部材の遮蔽部は、接続され
るプラグの端子部が通過するシールドケースの開口とコネクタ嵌合部の開口端部との間に
、互いに近接または離隔可能に、即ち、コネクタ嵌合部の開口端部を閉塞、または開放す
るように配されている。その際、一対のシャッター部材は、それぞれ、ねじりスプリング
により、互いに近接する方向、即ち、その遮蔽部がコネクタ嵌合部の開口端部を閉塞する
ように付勢されている。
【０００４】
　斯かる構成において、プラグの端子部がハウジング内のコネクタ嵌合部に嵌合される場
合、プラグの端子部がシールドケースの開口を通じて一対のシャッター部材の遮蔽部に当
接された後、一対のシャッター部材の遮蔽部を、ねじりスプリングの付勢力に抗して互い
に離隔する方向に押し広げるようにプラグの端子部が押し込まれ、コネクタ嵌合部にさら
に挿入されることとなる。
【０００５】
　また、摺動式のシャッター部材の場合、互いに連結される第１シャッタおよび第２シャ
ッタが、例えば、特許文献３に示されるように、プラグの嵌合凸部の着脱方向に沿って摺
動可能にハウジングの嵌合凹部内に配されている。プラグの嵌合凸部がハウジングの嵌合
凹部に接続されない場合、第１シャッタおよび第２シャッタは、ハウジングの嵌合凹部の
開口端を閉塞するようにコイルスプリングにより付勢されている。一方、プラグの嵌合凸
部がハウジングの嵌合凹部に接続される場合、第１シャッタおよび第２シャッタは、プラ
グの嵌合凸部の先端部が当接された状態でコイルスプリングの付勢力に抗してハウジング
の嵌合凹部の開口端から離隔する方向にその先端部により押圧され、摺動された後、プラ
グの嵌合凸部がハウジングの嵌合凹部に対しロック状態とされる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－５６６２６号公報
【特許文献２】特開２００６－１８５７５４号公報
【特許文献３】特開２００３－３６９２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述のようなデタッチャブルコネクターにおける回動式また摺動式のシャッター機構に
おいては、シャッター部材は、プラグの嵌合凸部が当接された状態でねじりスプリング、
コイルスプリングの付勢力に抗して回動または摺動せしめられる。
【０００８】
　しかしながら、プラグの嵌合凸部がシャッター部材に所定の圧力で当接された状態で回
動または摺動されるのでシャッター部材の開閉のための余分な挿抜力が必要とされ、また
、プラグの嵌合凸部が繰り返し着脱される場合、プラグの嵌合凸部が磨耗する虞もある。
【０００９】
　以上の問題点を考慮し、本発明は、防塵用シャッター機構、防塵用シャッター機構を備
えるデタッチャブルコネクター、および、防塵用シャッター機構を備えるメモリカード用
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コネクタであって、シャッター部材の開閉のための余分な挿抜力を低減できる防塵用シャ
ッター機構、防塵用シャッター機構を備えるデタッチャブルコネクター、および、防塵用
シャッター機構を備えるメモリカード用コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述の目的を達成するために、本発明に係る防塵用シャッター機構は、複数のコンタク
ト端子を備える筐体における小部屋に連通する一方の開口端部の周縁に固定される固定部
と、固定部に連なり小部屋内に回動可能に配され開口端部を開閉する可動部とを有するシ
ャッター部材を備え、シャッター部材の可動部が、弾性変位可能な薄膜状材料で形成され
ることを特徴とする。
【００１１】
　また、シャッター部材の可動部における固定部に連結される端部は、復元力を調整する
ための複数の孔を所定の間隔で有するものでもよい。シャッター部材の可動部における固
定部に連結される端部の厚さは、復元力を調整するために他の部分の厚さよりも薄いもの
であってもよい。
【００１２】
　本発明に係るメモリカード用コネクタは、上述の防塵用シャッター機構と、メモリカー
ドが着脱可能とされる小部屋と、を備えて構成される。
【００１３】
　さらに、本発明に係る防塵用シャッター機構は、複数のコンタクト端子を備える筐体に
おける小部屋に連通する一方の開口端部の周縁に移動可能に配され、開口端部を開閉する
シャッター部材と、駆動される被駆動部を有し、被駆動部の移動に応じて弾性変位可能な
薄膜状材料で形成されるシャッター部材を伴って筐体の小部屋に移動可能に配されシャッ
ター部材の一端を支持する支持本体部と、シャッター部材に前記開口端部を閉状態する動
作を行わせるように支持本体部を付勢する付勢部材と、を備えて構成される。
【００１４】
　シャッター部材の他端は、ガイドバーを有するものでもよい。シャッター部材における
支持本体部に支持される端部に、シャッター部材の柔軟性を調整するための複数の孔を所
定の間隔で有するものでもよい。シャッター部材は、フレキシブルプリント基板で形成さ
れ、導電性のガイドバーを他端に有するものでもよい。
【００１５】
　本発明に係る防塵用シャッター機構を備えるデタッチャブルコネクターは、上述の防塵
用シャッター機構を備えるソケット部と、ソケット部に対し着脱可能とされるプラグ部と
、を備えて構成される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係る防塵用シャッター機構、防塵用シャッター機構を備えるデタッチャブルコ
ネクター、および、防塵用シャッター機構を備えるメモリカード用コネクタによれば、シ
ャッター部材の可動部が、弾性変位可能な薄膜状材料で形成されるのでシャッター部材の
開閉のための余分な挿抜力を低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】（Ａ）および（Ｂ）は、それぞれ、本発明に係る防塵用シャッター機構の第１実
施例を備えるデタッチャブルコネクターを示す一部断面図を含む構成図である。
【図２】図１（Ａ）および（Ｂ）に示される例におけるソケット部を示す平面図である。
【図３】図１（Ａ）および（Ｂ）に示される例におけるソケット部を示す一部破断図を含
む正面図である。
【図４】図１（Ａ）および（Ｂ）に示される例におけるソケット部を示す一部断面図を含
む側面図である。
【図５】（Ａ）は、図１に示される本発明に係る防塵用シャッター機構の第１実施例に用
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いられるシャッター部材の平面図であり、（Ｂ）は、（Ａ）に示されるシャッター部材の
正面図であり、（Ｃ）は、（Ａ）に示されるシャッター部材の側面図である。
【図６】（Ａ）は、図１に示される本発明に係る防塵用シャッター機構の第１実施例に用
いられるシャッター部材の他の一例の平面図であり、（Ｂ）は、（Ａ）に示されるシャッ
ター部材の正面図であり、（Ｃ）は、（Ａ）に示されるシャッター部材の側面図である。
【図７】（Ａ）は、図１に示される本発明に係る防塵用シャッター機構の第１実施例に用
いられるシャッター部材のさらなる他の一例の平面図であり、（Ｂ）は、（Ａ）に示され
るシャッター部材の正面図であり、（Ｃ）は、（Ａ）に示されるシャッター部材の側面図
である。
【図８】（Ａ）および（Ｂ）は、それぞれ、本発明に係る防塵用シャッター機構の第２実
施例を備えるデタッチャブルコネクターを示す一部断面図を含む構成図である。
【図９】図８（Ａ）および（Ｂ）に示される例におけるソケット部を示す平面図である。
【図１０】図８（Ａ）および（Ｂ）に示される例におけるソケット部を示す一部破断図を
含む正面図である。
【図１１】図８（Ａ）および（Ｂ）に示される例におけるソケット部を示す側面図である
。
【図１２】図８（Ａ）および（Ｂ）に示される例に用いられるシャッター部材を示す平面
図である。
【図１３】図８（Ａ）および（Ｂ）に示される例に用いられるシャッター部材を示す正面
図である。
【図１４】（Ａ）は、図１２に示される例に用いられるシャッター部材を示す側面図であ
り、（Ｂ）は、（Ａ）に示されるシャッター部材のＢ部を拡大して示す拡大図である。
【図１５】図８（Ａ）および（Ｂ）に示される例に用いられるシャッター部材の他の一例
を示す平面図である。
【図１６】（Ａ）は、図１５に示される例における側面図であり、（Ｂ）は、図８に示さ
れる例に用いられるシャッター部材の変形例を示す側面図である。
【図１７】（Ａ）は、図８（Ａ）および（Ｂ）に示される例に用いられるシャッター部材
のさらなる他の一例を示す正面図であり、（Ｂ）は、（Ａ）に示される例における側面図
である。
【図１８】（Ａ）は、本発明に係る防塵用シャッター機構の第３実施例を備えるメモリカ
ード用コネクタを示す一部断面図を含む構成図であり、（Ｂ）は、（Ａ）に示されるシャ
ッター部材のＣ部を拡大して示す拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図１（Ａ）および（Ｂ）は、本発明に係る防塵用シャッター機構の第１実施例を備える
デタッチャブルコネクターを概略的に示す。
【００１９】
　デタッチャブルコネクターは、例えば、車載用ナビゲーションシステムにおけるマザー
ボートＰＢに対し着脱可能とされる所定のモジュール用基板ＥＮに設けられるプラグ部２
と、マザーボートＰＢに固定されるソケット部４とを含んで構成されている。
【００２０】
　平板状のプラグ部２は、その先端部に接続端子部としての複数のコンタクトパッド２０
が、後述するソケット部４におけるコンタクト端子１４および１６の配列に対応して表面
および裏面に形成されている。複数のコンタクトパッド２０は、図１（Ａ）において所定
の間隔をもって紙面に垂直方向に沿って形成されている。
【００２１】
　ソケット部４は、外郭部を形成するシェル部６と、シェル部６の内側に形成されプラグ
部２が着脱可能とされるプラグ収容部を有するインシュレータ部８と、プラグ収容部に配
されプラグ部２のコンタクトパッド２０とマザーボートＰＢの導体パターンとを電気的に
接続する複数のコンタクト端子１４および１６と、シェル部６の内周部に配され開口部６
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０を開閉するシャッター部材１０および１２と、を含んで構成されている。
【００２２】
　シェル部６は、図３および図４に示されるように、例えば、薄板金属材料で筒状に成形
されており、プラグ部２が通過する略長方形の開口部６０を有する前面部と、前面部に連
なり上部を形成する天板部と、天板部の両端に連なり向かい合う側面部と、天板部に向か
い合い両側面部を連結する底面部とから構成されている。底面部には、マザーボートＰＢ
の取付孔に固定される一対の爪部６２および６４と、マザーボートＰＢの位置決め孔に嵌
合される位置決めピン６６が設けられている。
【００２３】
　コンタクト端子１４および１６は、図３に示されるように、一端に開口部８０を有する
インシュレータ部８のプラグ収容部の周縁に千鳥掛け状に配列されている。プラグ部２の
各コンタクトパッド２０を挟持するコンタクト端子１４および１６の可動接点部は、互い
に向かい合うように形成されている。コンタクト端子１４および１６の固定端子部１４２
、１６２は、それぞれ、マザーボートＰＢのはんだスルーホールに固定されている。
【００２４】
　前面部における開口部６０の周縁の内側には、一対のシャッター部材１０および１２が
互いに近接または離隔可能に配されている。シャッター部材１０および１２は、それぞれ
、樹脂フィルム、例えば、ポリイミド（ＰＩ）フィルム、ポリフェニレンサルファイド（
ＰＰＳ）フィルム、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）フィルム等により成形されてい
る。シャッター部材１０および１２は、互いに同一の構造を有するのでシャッター部材１
０について説明し、シャッター部材１２についての説明を省略する。
【００２５】
　シャッター部材１０は、図５（Ａ）～（Ｃ）に拡大されて示されるように、所定の厚さ
の略Ｌ字状の断面形状を有し、シェル部６の前面部の内周部の下面に固着される固定部１
０４と、弾性変位可能に固定部１０４に連なる可動部１０２とから構成されている。
【００２６】
　可動部１０２は、先端部に折曲部１００を有し、図５（Ｃ）に二点鎖線で示されるよう
に、弾性変位可能とされる。可動部１０２における長手方向の長さは、図３に示されるよ
うに、開口部６０において対応する長手方向の長さよりも若干大に設定されている。また
、シャッター部材１０における可動部１０２の短辺の長さは、開口部６０の略中央部に対
応する位置で、その折曲部１００がシャッター部材１２の可動部の折曲部と当接するよう
に設定されている。従って、防塵用シャッター機構は、シャッター部材１０および１２に
より形成されることとなる。
【００２７】
　これにより、図１（Ａ）に示されるように、プラグ部２がソケット部４に接続されない
場合、前面部における開口部６０は、シャッター部材１０の可動部１０２の折曲部１００
とシャッター部材１２の可動部の折曲部とがその弾性により互いに当接されるので、図３
に示されるように、開口部６０が閉塞される。一方、図１（Ｂ）に示されるように、プラ
グ部２がソケット部４に接続される場合、プラグ部２が前面部における開口部６０に挿入
されるので、シャッター部材１０の可動部１０２とシャッター部材１２の可動部とが、プ
ラグ部２の先端部によりその弾性力に抗して互いに離隔する方向に容易に押し広げられる
。その際、シャッター部材１０および１２の可動部は、プラグ部２による比較的小なる押
圧力により押し広げられるのでプラグ部２が繰り返し着脱される場合であっても、プラグ
部２の先端部が磨耗する虞もない。
【００２８】
　シャッター部材１０および１２は、上述の例に限られることなく、例えば、図６（Ａ）
～（Ｃ）に示されるように、所定の厚さの略Ｌ字状の断面形状を有するシャッター部材１
８が、固定部１８４の端部と可動部１８２の端部との連結部に複数個の貫通穴１８６を有
するものでもよい。シャッター部材１８は、例えば、シャッター部材１０および１２の材
質と同一の材質により成形されている。可動部１８２は、先端部に折曲部１８０を有し、
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図６（Ｃ）に二点鎖線で示されるように、弾性変位可能とされる。このように複数個の貫
通穴１８６が所定の間隔で設けられることにより、可動部１８２の折曲部１８０の当接力
、および、復元力が調整可能とされる。可動部１８２における長手方向の長さは、図３に
示されるように、開口部６０において対応する長手方向の長さよりも若干大に設定されて
いる。シャッター部材１８における可動部１８２の短辺の長さは、開口部６０の略中央部
に対応する位置で、折曲部１８０が向かい合うシャッター部材の可動部の折曲部と当接す
るように設定されている。
【００２９】
　さらに、例えば、図７（Ａ）～（Ｃ）に示されるように、所定の厚さの略Ｌ字状の断面
形状を有するシャッター部材３０が、固定部３０４の端部と可動部３０２の端部との連結
部３００の厚さが、他の部分の厚さに比して薄く設定されるものでもよい。シャッター部
材３０は、例えば、シャッター部材１０および１２の材質と同一の材質により成形されて
いる。可動部３０２は、先端部に折曲部３０６を有し、図７（Ｃ）に二点鎖線で示される
ように、弾性変位可能とされる。このように連結部３００の厚さが他の部分の厚さに比し
て薄くされることにより、可動部３０２の折曲部３０６の当接力、および、復元力が調整
可能とされる。可動部３０２における長手方向の長さは、図３に示されるように、開口部
６０において対応する長手方向の長さよりも若干大に設定されている。シャッター部材３
０における可動部３０２の短辺の長さは、開口部６０の略中央部に対応する位置で、折曲
部３０６が向かい合うシャッター部材の可動部の折曲部と当接するように設定されている
。
【００３０】
　図８（Ａ）および（Ｂ）は、それぞれ、本発明に係る防塵用シャッター機構の第２実施
例を備えるデタッチャブルコネクターを概略的に示す。
【００３１】
　デタッチャブルコネクターは、例えば、マザーボートＰＢに対し着脱可能とされる所定
のモジュール用基板ＥＮに設けられるプラグ部２と、マザーボートＰＢに固定されるソケ
ット部４４とを含んで構成されている。なお、図８（Ａ）および（Ｂ）において、図１（
Ａ）に示される例において同一の構成要素とされる構成要素について同一の符号を付して
示し、その重複説明を省略する。
【００３２】
　モジュール用基板ＥＮには、プラグ部２に隣接してシャッター駆動部材ＥＮＰがモジュ
ール用基板ＥＮの表面に対し垂直に突出している。
【００３３】
　ソケット部４４は、外郭部を形成するシェル部４６と、シェル部４６の内側に形成され
プラグ部２が着脱可能とされるプラグ収容部を有するインシュレータ部４８と、プラグ収
容部に配されプラグ部２の複数のコンタクトパッド２０とマザーボートＰＢの導体パター
ンとを電気的に接続する複数のコンタクト端子１４および１６と、シェル部４６の内周部
に移動可能に配されシェル部４６における開口部４６０を開閉するシャッター部材５０と
、を含んで構成されている。
【００３４】
　シェル部４６は、その両側面部がそれぞれインシュレータ部４８の外周部に倣って折り
曲げられ固定されている。シェル部４６は、図１０および図１１に示されるように、例え
ば、薄板金属材料で成形されており、プラグ部２が通過する略長方形の開口部４６０を有
する前面部と、前面部に連なり上部を形成する天板部と、天板部の両端に連なり向かい合
う一対の側面部と、から構成されている。
【００３５】
　両側面部の下端には、それぞれ、マザーボートＰＢの取付孔に固定される一対の爪部４
６２および４６４と、マザーボートＰＢの位置決め孔に嵌合される位置決めピン４６６が
設けられている。天板部は、図９に二点鎖線で示されるように、後述するシャッター部材
５０を伴って支持本体部５２の操作部５２２が進入または離隔される切欠部４６８を有し
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ている。
【００３６】
　複数のコンタクト端子１４および１６は、それぞれ、図１０に示されるように、一端に
開口部４８０を有するインシュレータ部４８のプラグ収容部の周縁にプラグ部２の着脱方
向に対し略垂直方向に沿って千鳥掛け状に配列されている。各コンタクト端子１４および
１６は、インシュレータ部４８のスリット内に個別に挿入されている。隣接するスリット
相互間は、隔壁により仕切られている。
【００３７】
　シェル部４６の前面部の内周部とインシュレータ部４８における開口部４８０の周縁と
の間には、図８（Ａ）に示されるように、所定の隙間が形成されている。また、シェル部
４６の天板部の真下の位置となるインシュレータ部４８の内側の両測部には、案内溝４８
２が向かい合って形成されている。案内溝４８２には、後述するシャッター部材５０を有
する支持本体部５２の案内片５２６が摺動可能に挿入される。
【００３８】
　シャッター部材５０の一端は、図１２および図１３に示されるように、支持本体部５２
の溝に挿入され連結されている。シャッター部材５０は、樹脂フィルム、例えば、ポリイ
ミド（ＰＩ）フィルム、ポリフェニレンサルファイド（ＰＰＳ）フィルム、ポリエチレン
ナフタレート（ＰＥＮ）フィルム等により成形されている。柔軟性のあるシャッター部材
５０の他端には、ガイドバー５０２が結合されている。ガイドバー５０２は、図１２に示
される直交座標におけるシャッター部材５０の他端に沿うＸ座標軸に対し平行に延びてい
る。ガイドバー５０２には、図１４（Ｂ）に部分的に拡大されて示されるように、シャッ
ター部材５０の他端が内部に挿入されている。ガイドバー５０２の先端部全体は、図１４
（Ａ）に示される直交座標におけるＺ座標軸に沿って所定の角度で折り曲げられている。
ガイドバー５０２の先端部全体は、シャッター部材５０が図８（Ａ）に示されるように、
インシュレータ部４８における開口部４８０とシェル部４６の開口部４６０との間の隙間
を遮蔽する遮蔽位置にある場合、その隙間におけるインシュレータ部４８における底部近
傍に位置している。また、ガイドバー５０２の先端部全体は、シャッター部材５０が図８
（Ｂ）に示されるように、インシュレータ部４８における開口部４８０とシェル部４６の
開口部４６０との間の隙間を開放する開放位置にある場合、シェル部４６の天板部とイン
シュレータ部８との間である所定の待機位置に位置している。
【００３９】
　支持本体部５２は、図１２に示されるように、上述のシャッター駆動部材ＥＮＰにより
選択的に押圧される操作部５２２を中央部に有している。また、支持本体部５２は、イン
シュレータ部４８内に配されるコイルスプリング５６および５８（図９参照）の一端をそ
れぞれ受け止める孔５２４を２箇所に有している。
【００４０】
　従って、防塵用シャッター機構は、インシュレータ部４８の案内溝４８２に案内される
シャッター部材５０および支持本体部５２と、コイルスプリング５６および５８とから構
成されることとなる。
【００４１】
　これにより、図８（Ａ）に示される状態から図８（Ｂ）に示されるように、支持本体部
５２の操作部５２２がシャッター駆動部材ＥＮＰによりコイルスプリング５６および５８
の付勢力に抗して押圧される場合、シャッター部材５０が開放位置とされ、ガイドバー５
０２の先端部全体は、所定の待機位置まで移動せしめられる。一方、シャッター駆動部材
ＥＮＰが支持本体部５２の操作部５２２に対し離隔される場合、コイルスプリング５６お
よび５８の付勢力により、支持本体部５２は、シャッター部材５０が遮蔽位置となるまで
移動せしめられる。従って、プラグ部２が繰り返し着脱される場合であっても、プラグ部
２の先端部がシャッター部材５０の表面に当接する虞がないのでプラグ部２の先端部が磨
耗する虞もない。
【００４２】
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　支持本体部５２およびシャッター部材５０は、斯かる例に限られることなく、例えば、
図１５に示されるように、シャッター部材６０の一端が連結される支持本体部６２の連結
部の中央部、および、シャッター部材６０の一端に、それぞれ、細長い孔６２８、および
、二つの細長い孔６０４が所定の間隔で一列に形成されてもよい。これにより、シャッタ
ー部材６０の柔軟性が向上するので操作部６２２の動作に応じたガイドバー６０２および
シャッター部材６０の円滑な開閉動作が得られることとなる。
【００４３】
　シャッター部材６０の一端は、図１５および図１６（Ａ）に示されるように、支持本体
部６２の溝に挿入され連結されている。シャッター部材６０は、樹脂フィルム、例えば、
ポリイミド（ＰＩ）フィルム、ポリフェニレンサルファイド（ＰＰＳ）フィルム、ポリエ
チレンナフタレート（ＰＥＮ）フィルム等により成形されている。柔軟性のあるシャッタ
ー部材６０の他端には、ガイドバー６０２が結合されている。ガイドバー６０２は、図１
５に示される直交座標におけるシャッター部材６０の他端に沿うＸ座標軸に対し平行に延
びている。ガイドバー６０２には、シャッター部材６０の他端が内部に挿入されている。
ガイドバー５０２の先端部全体は、図１６（Ａ）に示される直交座標におけるＺ座標軸に
沿って所定の角度で折り曲げられている。
【００４４】
　ガイドバー６０２の先端部全体は、シャッター部材６０が図８（Ａ）に示されるように
、インシュレータ部４８における開口部４８０とシェル部４６の開口部４６０との間の隙
間を遮蔽する遮蔽位置にある場合、その隙間におけるインシュレータ部４８における底部
近傍に位置している。また、ガイドバー６０２の先端部全体は、シャッター部材６０が図
８（Ｂ）に示されるように、インシュレータ部４８における開口部４８０とシェル部４６
の開口部４６０との間の隙間を開放する開放位置にある場合、シェル部４６の天板部とイ
ンシュレータ部８との間である所定の待機位置に位置している。
【００４５】
　支持本体部６２は、図１５に示されるように、上述のシャッター駆動部材ＥＮＰにより
選択的に押圧される操作部６２２を中央部に有している。また、支持本体部６２は、イン
シュレータ部４８内に配されるコイルスプリング５６および５８（図９参照）の一端をそ
れぞれ受け止める孔５２４を内部の２箇所に有している。支持本体部６２の一対の案内片
６２６は、上述の案内溝４８２に摺動可能に挿入される。
【００４６】
　なお、シャッター部材６０は、上述の例のように細長い孔６０４を設ける代わりに、例
えば、図１６（Ｂ）に示されるように、シャッター部材６０´の厚さが、所定の一箇所で
他の部分の厚さに比して薄くなるように変化するものであってもよい。即ち、細長い孔が
シャッター部材６０´に設けられないので強度を向上できるとともに、シャッター部材６
０´の円滑な開閉動作も確保できることとなる。
【００４７】
　さらに、上述の本発明に係る防塵用シャッター機構の第２実施例に用いられるシャッタ
ー部材５０および６０は、それぞれ、樹脂フィルムで成形されているが、斯かる例に限ら
れることなく、例えば、図１７（Ａ）および（Ｂ）に示されるように、シャッター部材７
０がフレキシブルプリント基板（ＦＰＣ）で形成されてもよい。
【００４８】
　シャッター部材７０の一端は、図１７（Ｂ）に示されるように、支持本体部７２の溝に
挿入され連結されている。柔軟性のあるシャッター部材７０の他端には、導電性材料で作
られるガイドバー７０２が結合されている。ガイドバー７０２は、図１７（Ａ）に示され
る直交座標におけるシャッター部材７０の他端に沿うＸ座標軸に対し平行に延びている。
ガイドバー７０２には、導電層に接続されるシャッター部材７０の他端が内部に挿入され
ている。これにより、ガイドバー７０２とシャッター部材７０におけるフレキシブルプリ
ント基板における導電層とが電気的に接続されることとなる。ガイドバー７０２およびシ
ャッター部材７０全体は、図１７（Ｂ）に示される直交座標におけるＺ座標軸に沿って柔
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軟に折り曲げ可能とされる。
【００４９】
　ガイドバー７０２全体は、シャッター部材７０が図８（Ａ）に示されるように、インシ
ュレータ部４８における開口部４８０とシェル部４６の開口部４６０との間の隙間を遮蔽
する遮蔽位置にある場合、その隙間におけるインシュレータ部４８における底部近傍であ
ってシェル部４６に当接した状態で、位置している。これにより、シャッター部材７０に
帯電した静電気がガイドバー７０２およびシェル部４６を通じて接地ラインに逃がされる
。
【００５０】
　また、ガイドバー７０２全体は、シャッター部材７０が図８（Ｂ）に示されるように、
インシュレータ部４８における開口部４８０とシェル部４６の開口部４６０との間の隙間
を開放する開放位置にある場合、シェル部４６の天板部とインシュレータ部８との間であ
る所定の待機位置に位置している。
【００５１】
　支持本体部７２は、上述のシャッター駆動部材ＥＮＰにより選択的に押圧される操作部
７２２を中央部に有している。また、支持本体部７２は、インシュレータ部４８内に配さ
れるコイルスプリング５６および５８（図９参照）の一端をそれぞれ受け止める孔（不図
示）を内部の２箇所に有している。支持本体部７２の一対の案内片７２６は、上述の案内
溝４８２に摺動可能に挿入される。
【００５２】
　図１８は、本発明に係る防塵用シャッター機構の第３実施例を備えるメモリーカード用
コネクタの要部を示す。
【００５３】
　メモリーカード用コネクタは、プリント配線基板ＰＣＢ上に配され、例えば、ＳＤカー
ド（商標）ＭＣを着脱可能に収容するカード収容部を内部に備えている。メモリーカード
用コネクタは、装着されたＳＤカード（商標）ＭＣをプリント配線基板ＰＣＢにコンタク
ト端子を介して電気的に接続するものとされる。
【００５４】
　メモリーカード用コネクタは、カード収容部の上部および両側面部を形成するカバー部
材８６と、カード収容部の底部を形成するベース部材８２と、ＳＤカードＭＣを電気的に
プリント配線基板ＰＣＢの導体パターンに接続する複数のコンタクト端子８８とを含んで
構成されている。カード収容部は、一方の端部にＳＤカードＭＣが通過するカードスロッ
トを開口端部として有している。ベース部材８２に配される各コンタクト端子８８は、Ｓ
ＤカードＭＣのコンタクトパッド（不図示）に当接する接点部を有する可動片部と、プリ
ント配線基板ＰＣＢの導体パターンに半田付け固定される固定端子部と、固定端子部と可
動片部とを連結する連結部とから構成されている。
【００５５】
　上述のカードスロットには、シャッター部材８０が設けられている。シャッター部材８
０は、樹脂フィルム、例えば、ポリイミド（ＰＩ）フィルム、ポリフェニレンサルファイ
ド（ＰＰＳ）フィルム、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）フィルム等により成形され
ている。シャッター部材８０は、略Ｌ字状の断面形状を有し、可動片部と、可動片部の端
部に連なる固定部とから構成されている。その固定部は、樹脂材料で成形されたベース部
材８２におけるカードスロットの周縁の一部に固定されている。弾性変位可能な可動片部
は、図１８（Ｂ）に二点鎖線で拡大されて示されるように、ＳＤカードＭＣが装着される
場合、ＳＤカードＭＣの表面に当接し押圧された状態で、ベース部材８２の内周部におけ
る凹部内に押し込まれる。一方、可動片部は、ＳＤカードＭＣが装着されていない場合、
図１８（Ｂ）に実線で拡大されて示されるように、その端部がそれ自体の弾性力によりカ
バー部材８６の内周部に所定の圧力で当接するものとされる。これにより、シャッター部
材８０の可動片部がカードスロットを閉塞するものとされる。従って、防塵用シャッター
機構は、シャッター部材８０により形成されることとなる。
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【符号の説明】
【００５６】
２　　プラグ部
４　　ソケット部
１０，１２，１８，３０，５０，６０，７０，８０　　シャッター部材
１４，１６　　コンタクト端子
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